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We abtained the programs which are used in the calculation of the matrix problem and in the 
electronic computer of Facomb 202 
電子計算機のプログラミングに関する研究Iに引統L、て基礎的な問題〔主として行列に関するもの)を解く幾
つかのプログラムを作った。
A:三角行列を正方行列に置換する。
B 三角行列を三角行列の対角線要素と残りの三角行列に置換する。
c 正方行列を三角行列に置換する。
D 二つの三角行列の和を三角行列にする。
E :二つの三角行列を矩形行列に置換する。
G 短)1予行列の右半分の要素を三角行列の対向型l来と残りの三角行列に置換するo
H 大きい数値から順にならベかえる。
1 正方行列×正方行列x行列を計算して行列を得る。
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三角行列(のを正方 行列 (b)に置換する
会
'n2 
n2一一→Bi
n3一一→Bk
n3 を p1 の addressへplan t
2n-ー→Bk
2n を p2のaddressへ
n3一一→Bj
n3を p6 の addressへ
n3を p3 の addressへ( b 行列の対角要素 の準備
Bj 一(2n+2)を 一一"Bj
Bjを p1の addressへ
2n一一→Bk
2n -2ーBk ! 回一備
Bkを p2 の addressへ
v 行列の最終番地からAαへとり出す
n3一一.Bj
Acc 一一吻 行列の最終番地より11買にstore
if Bk半o Bk-2一一→Bk p4へとぶ
p1 0 へとんでここを ぬけでる
Bi-2一一→Bi
v 行列の要素を 一一→Accへ
Bj -2ー→Bj
Aα一一喝 行列の 行要素へstore
Bj をp7 の addressへ
n3-2n一一→Bj
Bjを p6の addressへ
Accー→b行 列の列要素へstore
ここで b 行列の 行要素を Bjにset
if Bk=j=O Bk-2--+Bk p4 へとぶ、
Bi-2一一→Bi
pl へとぶ
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三角行列(w) を三角行列の対角要素(d)と残りの三角行列( a)に置換する
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2n一一→Bj
Bj をp3 の addr舗にp1ant
Bj-2一一+Bj
Bj をp1 のaddr掛へ
Bj p8の addr拙へ
n2一一咋Bi
Bi をp6 の柑dressへ
Bi-2一一→Bi
Bi をp2 の addressへ
2n-2一一..Bj
n2ー→B i
w行列の最終要素からとり出しAccへ
dの最終要素からj願に store
n2-2n一一歩B i
Biをp2のaddr，掛へ
p3のaddr伺Sをとり出しここのaddressへいれる
n2-2一一→Bi
Biをp3のaddr回Sへ
噌ー-，
Bj-2ー→Bj
Bi孟のときp2へとぶ
n2-2一一+Bi
n2-2一一必j
Bj-(2nー2 )ー→Bj
2n-2一一→Bk
Bk-2一一→Bk
Bkー→p8
w行列の要素をA∞へとりだす
a 行列の最終要素より11買につめる
Bi-2一一→B i
Bj-2ー→B j
Bkキ0のとき
Bi-2-一喝i
Bj孟0 のとき
終了
noならば次へ
ここで対角要素 ( d)への置換が終る
るす備準てし内りへを数転回
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Bk=Oのとき次へ
次へ
p7へとぶ
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Bk-2一一-+Bk
p8へとぶ
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正方行列( x )を三角行列(v) に置換する
i. n3+n+n+2) 
1. p2) 
1. n+n) 
1. p3) 
1. n2) 
0 ) 
J. n+n+2) 
p2) 
k . 0 )  
k. 2) 
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‘ーー
7t3 し� 、1__'71.2
n3+n+n+2一一"Bi
Biを p2 のaddressに pIant
n+n-→Bi 
Biをp3 のaddr開へ
n2 一一喝i
n3+n+n+2一一.. Bi 
Bi (ーn+n+2)
n+n一一→Bk
} v の行 要素 の回駒配tBk-2一一→Bk
x matrix の要素をAαへ
Accー→Vma trix の行 要素へstぽe
Bi -2ー→Bi v の最終番地から順にへらす
Bi-2ー→Bi x の最終番地から順にへらす
Bk -2 Bーk ��十0 のと 3 回転数を順にへらゆへとぶBk=Oのと 5+1へ
Bi十Oのとき p2へとぶ 悶=0 のとき5+1
終了
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2つの三角行列の和 (h)+ (vl) を三角行列 (vl) にする
九 'v1 
+ 
ク12 ワ2.2
bn n2) -n2→Bj 
(p15， r j. h+n2) h 行列の先頭番地よりとり出しAccへ
a j. vl+n2) vl 行列の先頭番地よりとり出しAccへ加算する
t vl+n2) その結果 をv1 行 列の先頭番地からつめる
(p16， b k. 
zn k. s+4 ) 
r vl+n2) 
b k. 3) 
X k. p16) 
J 1. p+3) 
b k. 9) 
( p17， b k. 
zln k. p19) 
omn. 8) 
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X k . p17) 
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X k. p18) 
jl. 日+2)
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(p20， zl j. p15) kj+Oのとき ki+2ー→k j p15へとぶ kj=Oのとき 次へ
e. *) 終了
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2つの三角行列(z)， (vl) を 短形行列 (x)に置換する
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Bi をp8のaddressへ
Z一一→Bi
Bi をpl lのaddressへ
Bi をp12のaddressへ
J umpω p9+1， lo ca tio n(s+l) を p9 の addressへ
p156へとんでぬけ出る
n 2一一→Bi
n3+n3+2一一→Bk
Bk を pl の address へ
n+n一一→Bk
Bk を p2 の address へ
n3+n3十2一一→Bj ì 
Bj をp6のaddressへ l
Bj をp3のaddr，巴ssへ }rxの対角要素の準備Bjー (n+n+n+n+2)ー→Bj I 
Bj をplのaddressへ J
n+n一一→Bk ì 
Bk-2ー→Bk r 回転数のse t
Bkをp2のaddressへ J
zma tri�の要素 を Accへ
n3+n3+2一一→Bj
Aα -→x m a trixの対角要素へs tore
(Bk十0 のとき 回転数 をへらし jump to p4 
Bk十0のとき s+1へ〉
j ump to p9 
z の最終番地の方か ら順にへらす
zma trixの要素 を Accへ
Bj -2ー→Bj 行要素 を 変える
Acc-→ x ma trixの行要素へstore
Bj を p7 の adclress へ
n3+n3+2一一→Bj ) 到零家#備|
Bj一(n+n+n+n)ー→Bi } 列要素の準備 (Ì 
Bj をp6のaddressへ J __，.{'j 
Aαー→x m a trixの列要素へs伽e -()n�・，
行要素(Bj)のse t "----.J 
Bk=ド0ならば回転数 をへらし j umpωp4Bk=Oのときs+1
Bj -2一一→Bj
ju m p to pl 
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矩形行列 (x) の右半分の要素 を三角行列の対角要素 (d)と残りの三角行列( a)に置換する
..2n3ナ2
b 1. n3+n3+4+n+n+n+n) 2n3+4n+4一一→Bi
X 1. p2) Bi を p2 のaddress へ plant
b 1. n+n) 2n一一_，.Bi
X 1. p3) Bi をp3 のaddr回Sへ
b 1. n 2 - n -n) n 2 -2n一一→ Bi
( p2， b ]. 0) +ー
bln i.n+n+n+n+2) 同一(4n+2)ー→ BHx matrixの右半分の対角要素 の準備
x ]. p2) Bi を p2の addr邸Sへ
( p3， b k .  0) 2
B
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Bk
→Bk 1対角要素( d)の準備 回転数の s etbln k .  2 )  
x k. p3) Bk を p3のaddrω s へ
(p6 r ]. x ) x matrixの要素 を Accへ
t k .  d) Accー→d 要素へ store
zln k. p7 ) Bkキ0 のとき Bk をへらし p7へとぶ
1 p8へとんでぬけでる
( p7 ， bln 1. Bi-2- 一→ Bi
r ]. x) x matrixの要素 を Accへ
1. a) Aα一一→ a ma出の最終番地からl買に s t ore
bln 1. 2) Bi-2ー→Bi
z ln k. p7 ) BkキOのときBk をへらし p7へとぶ Bk =Oのとき $+1へ
p2) p2へとぶ
大き い数 値から)1買に (w5) (w5+1)(w5+2)……(w5+n- 1)へ ならべる
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次の operandで 2n を 用いる
2n を Accに 加える
if Bi宇o Bi十 1ー→ Bi s -3 へno ならば次へ
n- 1-一→ Bi
Bi を 次の locati on のaddress へ
n-1ー←→ Bk
p3 へ とぶ
(d+nーの を 次のaddress の ために 用いる
(d十n-2)の 内容 を Accへ おく 、
(d+n-1) を 次の addressへ lいれかえ なし
(d十n- 1)の 内容 を Accから減算するj
Acc;?;O のとき p3 へ とぶ no ならば次へ
(d+nーの を 次のaddressへ
(d+n-l)の 内容 を p regis terへ
(d十n-2) を 次へ
(d斗nー2)の 内容 を Accへ おく
(d十n-l) を 次へ いれか
えする
(d+n-l)の番地へ (d+nー2) の 内容をいれ る
(d+nーの を 次へ
(d十n-2)の番地へ(d+n-l)の 内容をおく
(w5十nーの を p regis ter へ
(w5十n-2) の 内容をAcc へ
Accー→(w5+n-l) の番地へ
(w5+n-2) へ(w5+n-l) の 内容をもってくる
if Bkキo Bk-lー→ Bk p2 へ とぶ no ならば次へ
if Bi十o Bi - 1ー→ Bi p4 へとぶ no ならば次へ
一←→p159 へとぶ
終了 を 実行する
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正方行列 (b) X (b) X行列 (の を計算して行列 (vl) にする
ナ2
-8-
Ix I • IX 
，二一一一I I�� 
-zz二� I←百三二二.
( p  1， b 
( p  2， b 
( p  3， b j. 
( p  5 ， r j. 
( p 6， v k. 
a. 
t. 
b ln k. 
zln j. 
( p  4， v i. 
( p  9， a. 
( pl0， t. 
zln j. 
1 
( p  8， x k. 
( p 7， b k. 
zm k. 
j1. 
b 
b 
X 
X 
b 
x1m 
xxx 
b ln 
X 
xn 
bm 
bl 
b ln 
X 
blm 
bln 
zmn 
x 
x 
b i. 
x1m. 
e. 
k. 1) 、』ノ唱EAV + 。，“n
、J、j、1ノ
、】ノ
、j、ノ、J、，ノ
、J
、， ノ
、 J 、 J 1 ノ
、}ノ
可 ノ
、 ， J 1 ノ 1 ノ
、}ノ
、iノ
、 1 ノ
+
3n
2
0
90
12
20
1
0b1
2
2n
84
5 
n
+
p
p
dp凶
+
一
p
p
ppp
ミd'A
RU
-p
w 
n + 唱EAn 
--
L・
h-
L
・h
-L
-L
L-
L-
L
・ L
L-
LL
-L-
L
- L
-L
・ I・
-
・1・
1・
1・
11
J
JJ
J
j
、J1ノ、J、1ノ1ノ1ノ、ノ1ノ、ノ
、.，J1ノ
、，ノ、J、，ノ、J、】ノ1」、J
→
→
w
o
f
w
2
同
oo
n山戸V
oが
凶
凶
*
n
n
~ 
+
+
1 
nn
p 〔
l一一+ Bk
vl +2nl+2n-2ー→ Bj
Bj を s+3 の addr鉛Sへ
←I nー→Bj
n を p2の addressへ
v l+2nl+2n-2一一喝j
Bj の c1ear
B jを p9の addrωsへ
Bj を pl0へ
Bjを pl l
Bj -2一一+ Bj
これ を pl +2 の address へ
nー→Bj
w5 + n- lを次の add ressへ
w5 + n- l一一→ Bi
Bj + b ー→ Bi
Bj ー トー唱j =nー 1
Bjをp2の add ressへ
2n-2ー→Bj
2n-2 -n一一→Bj =n-2
if Bj=O p 8へとぶ
b+w5 + n- l を p4 の add ressヘ
グ を p5 の add ress へ
2n-2 一一歩Bi
2n-2一一→ Bj
w 番地の c1ear
b+(w5+nー 1)+2n-2-一→ Acc
f の最終番地より11院にかける
w 番地の内容 を 加える
Acc-一→w 番地に working
Bk-2一一参 Bk
if Bj キo Bj -2ー→ Bj p5へとぶ Bj=O なら次へ
wX [(b+w5+n- l)+2n-2] 
vl行列の最終番地より順に store
if Biキo Bi -2-→Bi p3へとぷ no のとき次 へ
j ump to p2 
Bk を p7 のaddress へplant
1 -2nー→Bk
江 Bk�O plへとぶ no な らば次 へ
m2 へとぶ
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本研究は東京大学物性研究所電子計算機室での FACOM-202の電子計算機を使用した時の実際のプログラミ
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